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学校経営（スクールマネジメント）, 学校組織, 学校改革, 高校教育研究キーワード

川口有美子 講師

KAWAGUCHI, Yumiko 所属…環境学部 環境学科

┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■取得学位　　　　　　修士（教育学）筑波大学
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■専門分野　　　　　　学校経営学, 教育行政学, 教育社会学
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■現在の研究テーマ 　・高等学校組織の刷新可能性に関する研究
　　　　　　　　　　　 ・学校組織における「新たな職」やスクールリーダーに関する研究 
　　　　　　　　　　　 ・学校の適正規模・配置に関する研究
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■受賞歴　　　　　　　2010（平成22）年７月　大塚学校経営研究会研究奨励賞 
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■所属学会　　　　　　日本教育経営学会, 日本教育行政学会, 日本教育社会学会, 日本教師教育学会, 日本高校教育学会, 
　　　　　　　　　　　 筑波大学教育学会, 筑波大学学校教育学会, 大塚学校経営研究会
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■資格　　　　　　　　中学校教諭専修免許状（社会）, 高等学校教諭専修免許状（地理歴史）, 高等学校教諭専修免許状（公民）
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

■主な担当科目　　　　教職原論, 教育原論
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■研究者略歴

2002（平成14）年 3月 駒澤大学経済学部経済学科　卒業

2005（平成17）年 3月 筑波大学大学院修士課程教育研究科教科教育専攻（学校教育コース）　修了

2011（平成23）年 4月 筑波大学大学院博士課程人間総合科学研究科教育学専攻　単位取得退学

2008（平成20）年10月 東京医科大学霞ヶ浦看護専門学校非常勤講師（～ 2011年３月）

2009（平成21）年 4月 筑波大学附属中学校非常勤講師（～ 2010年３月）

2011（平成23）年 5月 筑波大学人間系(教育学域)特任研究員（～ 2012年３月）

2011（平成23）年10月 千葉大学教育学部非常勤講師（～ 2012年３月）

2012（平成24）年 4月 鳥取環境大学環境学部環境学科講師

■研究等活動
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

【著書】
・「子どもの発達と社会」佐藤博志編著・照屋翔大・木村裕・川口有美子・高橋望共著『教育学の探究―教師の専門的思索のために―』2013年、

川島書店、81-107頁
・「学校とは何か」、「校長の資格と職務」、「副校長・教頭の資格と職務」、「主幹教諭・指導教務の職務」水本徳明編著『実践教育法規

2012』総合教育技術7月号増刊、小学館、14-21頁
・「学校組織のしくみをめぐる改革の進行―『新たな職』に着目して―」浜田博文編著『学校を変える新しい力―教師のエンパワーメント

とスクールリーダーシップ―』2012年、小学館、36-52頁
・「『改革困難な<<中堅校>>』の改革を実現した北高等学校」浜田博文編著『学校を変える新しい力―教師のエンパワーメントとスクール

リーダーシップ―』2012年、小学館、193-214頁
・「学校の組織化と新しい職―副校長・主幹教諭・指導教諭―」北神正行編著『「つながり」で創る学校経営』天笠茂編集代表「学校管理職

の経営課題―これからのリーダーシップとマネジメント―」第４巻、2011年、ぎょうせい、83-99頁
・「地方における『新たな職』の制度化をめぐる議論、浜田博文編著『「新たな職」をいかす校長の学校経営』、2010年、教育開発研究所、

16-21頁
・「多様化する学科・コース―その進展と課題―」清水一彦監修・藤田晃之＋高校教育研究会編著『講座　日本の高校教育』、2008年、学

事出版、58-63頁
【論文】
・「高等学校における学校改革の困難性と克服要因に関する一考察―『中堅校』の事例分析を通して―」『日本高校教育学会年報』第17号、

2010年、学事出版、48-58頁
・「『新たな職』をめぐる議論と実態に関する一考察―教育委員会の多様な対応と課題に着目して―」『学校経営研究』第35巻、2010年、

大塚学校経営研究会、36-50頁
【報告書】
・「スクールリーダー育成プログラムの開発に関する試論的研究―大学教員の「持論」を手がかりとして―」（佐野享子・高橋望・柴田聡史

氏との共著）牛渡淳研究代表「専門職基準に基づく校長の養成・採用・研修プログラムの開発に関する実証的研究」平成22-24年度日
本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（B）研究課題番号22330217研究成果最終報告書、2013年（印刷中）

・「C県における学校管理職研修の実態と校長の専門職基準」 牛渡淳研究代表 「専門職基準に基づく校長の養成・採用・研修プログラムの開
発に関する実証的研究（その１）」 平成22-24年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（B) 研究課題番号22330217研究成果中
間報告書、2012年、27-30頁

・「校長の専門職基準　解説書（試案）基準４　諸資源の効果的な活用」（佐野享子氏との共著）、牛渡淳研究代表、前掲報告書、2012年、
201-208頁

・「Ｙ県における学校教職員多様化の実態」（横山剛士との共著）、浜田博文研究代表「小・中学校の課題多様化に対応した学校組織の協働
のあり方に関する調査研究」平成20年度財団法人文教協会研究助成報告書、2009年、45-77頁

・「校長の意思形成における運営組織の位置・役割」小島弘道研究代表「学校の裁量権拡大と校長の意思決定構造の変容に関する研究」平
成15-17年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）研究課題番号15530489研究成果報告書、2006年、25-31頁

・「事例研究―民間出身校長の意思決定行動―」小島弘道研究代表、前掲報告書、2006年、80-90頁
【辞・事典項目】
・「主幹教諭」原聡介編集代表、『教職用語辞典』、一藝社、2008年、266頁
・「副校長」原聡介編集代表、前掲書、2008年、416-417頁。

■社会貢献活動
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
・2013年度　　鳥取県立学校第三者評価委員会委員
・2013年度　　鳥取県立船上山少年自然の家運営委員会委員
・2013年3月　出前授業「教育学からみえる『社会』」（愛知県立高校）
・2010年8月　千葉市教育センター新任教頭・事務長研修会専門講座「学校組織マネジメント」（演習）講師　
・2009年8月　千葉市教育センター新任教頭研修会専門講座「学校組織マネジメント」（演習）講師




